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感度調整可能！

ＨＯＬＤ（ホールド）機能付き
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や、 、 付きの「水位センサ

ー」キットです。

リレー出力には、 （ＡＣ１００Ｖ 時）までの

機器の取付が可能です。

例えば、リレー出力端子に、ブザーを付ければ、水位検出

を、音で確認できます。

センサーの接点には、（ ）交流を使っているので、（Ｄ

Ｃ）直流を使った物の様に水中で、電気分解が、行われる事

は、ほとんどなく、センサー部分の 長持ちしま

す。

センサー部 仕様のケーブルも付属しています。

［キット］

ＳＵ－１１

電圧 標準 ＤＣ５Ｖ（６Ｖ可）

約７０ｍＡ

０．２～０．６ｍＡ

【感度設定ＶＲの位置によって異なる】

感度最小位置 ０．２ｍＡ

感度最大位置 ０．６ｍＡ

３φ赤色ＬＥＤ

抵抗値 最大７００ＫΩ

設定範囲 MIN ０～ １２ＫΩ

MAX ０～７００ＫΩ

リレー接点 ねじ止めターミナル

【定格負荷 ＡＣ １００Ｖ ５Ａ】

【定格負荷 ＤＣ ３０Ｖ ５Ａ】

「ＨＯＬＤ」ホールド可能

センサーケーブル（１ｍ）

【RCA→ﾋﾟﾝﾌﾟﾗｸﾞ(金ﾒｯｷ)】

W(89) D(54) H(23) mm
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・本製品およびそれらを構成するパーツ類は、改良、性能向上のため予告なく仕様、

外観等を変更する場合があることをあらかじめご了承ください。

・本製品は組立キットです。製作作業中の安全確保のため本書をよくお読みになり、

正しい工具の使用・手順を守ってください。

・完成品でない商品の性格上、組み立て後にお客様が期待される性能・品質・安全運

用等の保証はできません。完成後はお客様(組立作業者)ご自身の責任のもとでご使用

ください。

・本製品は機器への組込み他、工業製品としての使用を想定した設計は行っていませ

ん。また、本製品に起因する直接、間接の損害につきましては当社修理サポートの規

定範囲を超えての補償には応じられません。

Ｄ６：赤ＬＥＤ
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パーツの取り付けは組立参考図やパーツリストを見

ながら番号順に行ってください。

パーツは無理のない範囲で基板に当たるまで、きち

んと差込、ハンダ付けしてください。

パーツリストでパーツをチェックしてください。

パーツリストは、組立リストを兼ねています。

リスト中の□□にチェックを入れましょう。

左側はパーツチェック用、右側は組立チェック用です。

①抵抗

□□Ｒ １ １ＭΩ（茶黒緑金）

□□Ｒ ２ ４７ＫΩ（黄紫橙金）

□□Ｒ ３ ４７ＫΩ（黄紫橙金）

□□Ｒ ４ ３３０ＫΩ（橙橙黄金）

□□Ｒ ５ １．５ＭΩ（茶緑緑金）

□□Ｒ ６ １ＭΩ（茶黒緑金）

□□Ｒ ７ １ＭΩ（茶黒緑金）

□□Ｒ ８ ３３０ＫΩ（橙橙黄金）

□□Ｒ ９ ２２ＫΩ（赤赤橙金）

□□Ｒ１０ １ＭΩ（茶黒緑金）

□□Ｒ１１ １ＫΩ（茶黒赤金）

まっすぐに

差し込む

取付方向なし

②ダイオード （小信号ダイオード）

□□Ｄ１

□□Ｄ２

□□Ｄ３

□□Ｄ４

□□Ｄ５

□□Ｄ７

□□Ｄ８

※Ｄ６は⑦ＬＥＤで取り付けます

③ＩＣ

□□ＩＣ１ ４０６９（１４ピン）

④タクトＳＷ

□□ＳＷ１

⑤積層セラミックコンデンサ

□□Ｃ２ １０４

□□Ｃ３ １０４

□□Ｃ４ １０４

□□Ｃ６ １０４

⑥半固定

□□ＶＲ１ １０５

⑦ＬＥＤ

□□Ｄ６ 赤色

⑧マイラーコンデンサ

□□Ｃ１ １０２

⑨電解コンデンサ

□□Ｃ５ １μＦ

□□Ｃ７ １０μＦ

⑩トランジスタ

□□Ｑ１ Ｃ１８１５

□□Ｑ２ Ｃ２３８３

⑪ＲＣＡジャック

□□ＣＮ４

⑫ねじ止めターミナル

□□３×８ ビス【平大ワッシャ】３個

□□ＣＮ１

□□ＣＮ２

□□ＣＮ３
取付方向注意

マークを合わせる

取付方向注意

広い狭い

まっすぐに

差し込む

取付方向なし

⑬リレー

□□ＲＹ１

取付方向注意！

足の長い方側

取り付け穴に

合わせて適度な

深さまで差し込む

取付方向なし

－の印

足の

長い方が＋

約３ｍｍ

取付方向注意！

まっすぐに

差し込む

取付方向有り

穴位置に合わせて

まっすぐに差し込む。

ケースに組み込む場合は、動作試験の後に行なってください。

向きに注意！

印の有

る側が

－

約３ｍｍ

取付方向注意！

商品の管理には万全を期していますが万が一「欠品」

があった場合は、お手数ですが下記までご連絡ください。

ＴＥＬ ０６－６６４４－４４４７（代）

ＦＡＸ ０６－６６４４－４４４８

共立電子産業株式会社 共立プロダクツ事業所 まで
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基板上右上「＋」「－」と表示のある箇所に電源（ＤＣ

５～６Ｖの物）を接続してください。

ＣＮ４に付属のセンサーコード（ＲＣＡ→ピン）を接続

してください。

感度調整用のＶＲ１を右に回しきって感度を最大にして

ください。(回しきった状態で、D6(赤LED)が点灯する場合は

消えるまで反時計回りに戻して下さい。)

※感度調整範囲が広いため使用している論理ICのしきい値の

個体差によって回し切るだけでONになる事がございます。

センサーコードの先端（金メッキ）ピンプラグ部分の先

と根元を手で触って、ショートしてください。

手で触れた時に、 し、

が、 とすれば正常です。

当キットの検出対象は です。その他の物につい

ては保証できません。

（灯油や石油など）には ですの

で絶対に使用しないでください

センサーは金属部分先端から、およそ７mmの位置（黒色の

プラスチック部分より少し根元側）の所まで水に浸った時に

検出します。

設置は、以上の事を考慮して行ってください。

７ｍｍ

図の２金属間が、水によっ

て、電気的に接続された状態

（抵抗値が低くなった状態）

に、なることで水位を検出して

います。

「水」以外の液体に、センサーを入れないでください。

（酸度の強い液体の中には絶対に入れないでください。セン

サー金属部が著しく劣化します。）

センサー先端は、長期にわたって使用していると劣化し

てきます。（劣化の度合いは使用条件で大きくかわりま

す。）

使わない時は、

ようにして保管して置いてください。

感度は対象の水質、コード長によって変化しますので、VR

1によって調整が必要です。下記の手順でVR1を調整してく

ださい。

１．センサーコードを取り付けて設置。

２．水には浸けないで、VR1を時計回りに回しきる。

・D6(赤)が点灯しない場合

VR1を少し(10°程)反時計回りに戻す。

・D6(赤)が点灯した場合

VR1をD6(赤)が消灯するまで反時計回りに回す。

次にその位置から少し(10°程)反時計回りに回す。

３．この状態でセンサーを水に浸けて、D6(赤)が点灯、水か

ら上げて、D6(赤)が消灯すればOKです。

感度が大きめの場合、水から引き上げられても

事が有ります。これは、センサー

表面に、 しているために起こります。この

場合は、

注意！

キットには、検出と同時に作動するリレーが取り付けられ

ています。

リレー出力端子「ＣＮ１」「ＣＮ２」「ＣＮ３」に機器を

とりつけることにより、

機器接続は、「ＣＮ１」と「ＣＮ３」

機器接続は、「ＣＮ１」と「ＣＮ２」

の動作が可能です。

機器は家庭用コンセント 用機器で、

までの物が接続可能です。

の場合は電圧は 、電流は までとし

てください。

ＡＣ、ＤＣ共、モータ等の は 程度までとし

てください。

Ａ：（水位検出で「ＡＣ１００Ｖブザーを鳴らす。）

ＡＣ延長コードを
まん中から切断して使用

極性なし

ＡＣ１００Ｖブザー

警告！

警告！
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Ｂ：（水位検出で「電球をつける」） Ｃ

基板中央部の「ＨＯＬＤ」の２端子を、ビニール線で、接

続する事で一旦、検出状態になると、センサーの状態にかか

わらず、 を押すまで

「ホールド」モードに設定する事ができます。用途に応じ

て御使用ください。
リセットスイッチ

ＨＯＬＤ 端子

接続

リレー

ＡＣ延長コードを
まん中から切断して使用

極性なし

４０６９ ４０６９

Ｒ１

１Ｍ

Ｒ２

４７Ｋ

Ｒ３

４７Ｋ

Ｃ１

１０００ｐＦ

ＶＲ１

１Ｍ

Ｃ２

０.１μＦ

ＣＮ４

ＳＥＮＳ

Ｃ３

０.１μＦ

Ｄ１

Ｄ２

Ｒ４

３３０Ｋ

Ｒ５

１.５Ｍ

５ ６

４０６９

Ｃ４

０.１μＦ

Ｄ３

Ｄ４

１Ｓ１５８８

Ｒ６

１Ｍ

１３ １２＋

Ｃ５

１μＦ Ｒ７

１Ｍ

１

２ ３

４

２ １

ＰＡＤ３ Ｒ９

２２Ｋ

Ｄ８

Ｒ１０

１Ｍ

Ｑ１

Ｃ１８１５

Ｒ１１

１Ｋ
４０６９ ４０６９

１１ １０ ９ ８

ＳＷ１

ＲＥＳＥＴ

Ｄ６

ＬＥＤ

Ｑ２

Ｃ２３８３

Ｄ５

Ｒ８

３３０Ｋ

ＣＮ３

ＣＮ２

ＣＮ１

４

３

１

ＲＹ１

５ ２

－

Ｃ６

０.１μＦ

Ｃ７

１０μＦ

Ｄ７

＋

４０６９

＋

共立電子産業株式会社 共立プロダクツ事業所
〒556-0005 大阪市浪速区日本橋５－８－２６

ＴＥＬ（０６）６６４４－４４４７（代）
ＦＡＸ（０６）６６４４－４４４８

製品開発・販売元

・本製品の規格以外の使い方や改造の仕方についてのご質問にはお答えできません。

・規格以外の使い方や改造による不動作、部品の破壊等の損害については一切補償致しません。

・ご質問は質問事項を明記の上「封書」「ＦＡＸ」「Ｅメール」でお願いいたします。

お電話ではお答えできません。(内容によっては回答に時間のかかる場合があります。)

［ＦＡＸ（０６）６６４４－４４４８］

［Ｅメール wonderkit@keic.jp］

お問合わせ先


